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市原市「サークルつくし」 

～安心して自分をみつめられる場所～ 

サークルつくしは 1993 年に「学校へ行けない、でも行きたい」そんな悩みを持つ小・

中学生が通える場所として、市原市青少年会館に作られました。今回、取材に協力して

くださった今井先生を含めた 4 人の中学校教諭が立ち上げのメンバーです。 

50 年ほど前、今井先生はアメリカから日本に入ってきて間もなかったカウンセリング

的指導を学び、それを学校に取り入れようとしました。保健室登校など認められていな

かった時代に、学校に居場所のない生徒が安心して居られる場所が欲しいと思いました。

そして、退職を機に安心して居られる場所を青少年会館に作り、今に至っています。 

サークルつくしですることは何も決まっていません。ここでは、自分がやりたいこと

は何かを考え、自分で決めることになっています。 

プラスの感情もマイナスの感情も全て大切な自分の心だから、本当の自分の心に気づ

き、それを外に出してみる。サークルつくしはそんなことを練習する場所でもあります。 

20 年以上続く活動の中で、メンバーが自発的に行動しフリーマーケットに参加したり、

修学旅行を実行したりという時期もありました。サークルつくしのホームページもメン

バーが発案し自分たちの力だけで完成させたということです。 

サークルつくしでは「子どもは自分で育っていく力を持っている。」と考えています。

その力を信じて、長い間、静かに優しく子どもたちの変化を見守り寄り添ってきました。 

以前は小・中学生のための居場所だったサークルつくしですが、今は学校を卒業した

けれど通える場所がほしいという方も利用しています。 

サークルつくしで過ごし社会に巣立ったメンバーの中には、今でもサークルつくしを

「ほっとできる場所」として大切にしているという方もいます。 

 

自分を見つめることは誰にとっても大切なことだと 

思います。サークルつくしは安心できる場所で信頼できる人 

たちと話し合いをしながら「自分を見つめる」ことができる 

貴重な場所なのだと取材を通して感じました。 

 

 

 



福祉のしごと 就職フェア 

感謝！ 感動！ 希望！ 福祉のイメージが変わる！！！ 

【内 容】社会福祉施設等との面談会・福祉の仕事に関する相談コーナー 

【日 時】平成２７年１１月１４日（土）１３：００～１６：００ 

【会 場】幕張メッセ国際会議場・コンベンションホール他 

同 日 開 催  １ ０ ： ３ ０ ～ １ １ ： ４ ５ 

福 祉 の し ご と セ ミ ナ ー 

       会 場：幕張メッセ国際会議場・２０１会議室 

ケ ア ワ ー カ ー の １ 週 間 

【参加費】無料 【申 込】不要 【入退場】自由 【履歴書】不要 

【問合せ先】千葉県福祉人材センター Ｔ Ｅ Ｌ：０４３-２２２-１２９４ 

      Ｈ Ｐ：http://chibakenshakyo.net 

                         親子で 

第１０回千葉県福祉機器展２０１５ 

～自宅での生活を支援する、知って得する福祉機器の紹介～ 

【テーマ】自宅での生活を支援する福祉機器の紹介・親子で体験 

【内 容】 （１）福祉機器展 

①便利な福祉機器・介護用品・設備等 

         ②活用事例 

         ③介護や機器等に掛かる諸費用概要 

      （２）親子イベント 

      （３）介護予防イベント 

      （４）セミナー 

【日 時】平成２７年１１月２８日（土）～１１月２９日（日）[２日間] 

      ２８日（土）１０：００～１７：００ 

      ２９日（日）１０：００～１６：００ 

【場 所】千葉県福祉ふれあいプラザ 

      （けやきプラザ１階・２階・７階・エントランス広場） 

      千葉県我孫子市本町３-１-２（ＪＲ常磐線我孫子駅南口徒歩１分） 

【参加費】無料 【申 込】不要  

【問合せ先】千葉県福祉ふれあいプラザ介護実習センター 

     Ｔ ＥＬ：０４-７１６５-２８８６ Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.furepla.jp/ 

※中核地域生活支援センター連絡協議会では、今年も活動白書２０１４を市川圏域（がじゅまる）の

皆さんの協力で作成しました。ご覧になりたい方は事務局（夷隅ひなた）までお問合せ下さい。 

ちば・地域発 ～県内ア・ラ・カルト～ 

発行元：千葉県中核地域生活支援センター連絡協議会 

事務局：夷隅ひなた（夷隅圏域）いすみ市大原８９２７－２    TEL:0 4 7 0 - 6 0 - 9 1 2 3   FAX:０４７０-６０-９１２４

編 集：君津ふくしネット（君津圏域）富津市青木２-１６-１４  TEL:０４３９-２７-１４８２   FAX:0 4 3 9 - 8 8 - 1 4 8 1

※内容についてのお問い合わせは、君津ふくしネット（担当：玉手）までお願いします。 


